
臥龍が三は緑なり
松高同窓会東京支部会報

平成11年(1999)新春号

新潟県立村松高等学校同窓会東京支部  No.22(3



田四%田田田田田田田田四%田田田田田田田田田田田田田田田田四%田田田田田四%田震震妥渓

年頭での想い

同窓各位には新しい年を、恙なくお迎えの事とお慶び

申し上げます。平成10年は一つの節目の年として大いに

期待を持って迎えたわけでありますが、いやはや とん

でもない年になってしまいました。政治の混舌L、 経済不

況、汚職、犯罪の激増等々、これに加え不順な天候等、

数え上げればきりが無いぐらいで日本の前途はどうなる

のかと心配しているのは敢えて私一人ではないと思いま

すし、既に皆さま御存じの通り。ここでは触れないこと

と致します。

平成H年は国内が、否、世界中が平穏無事、些かなり

とも明るい進展が見えてくれば良いと願っているところ

でありますがそれも期待薄、むしろ大事件、大事故、大

異変が起こるような気がしてなりません。くれぐれも、

気配り怠りなくお過ごしくださいと祈るのみです。

ただ最近、日本の歴史を見直そう、戦時中の歪曲され

た事柄を是正しょう、教育を考えようとの動きが微かな

がら巷間に涌き上がって来ているのを力強く感じ、好ま

しく思っている昨今でもあります。

さて過年8月 16日 開催された母校同窓会本部の総会に

深見洋子さんと共に出席してきましたが意外と出席者が

少なく内心腔泥たる思いでした。乾杯の音頭を乞われて

「いま県内に於て高校の統廃合の問題が論ぜられている

ことは東京にいても聞こえてくる。母校が生き残るため

には学校と同窓会とが一致団結して頑張らねばならぬ」

と杯を挙げたが、あまり反応はなかったようでした。

役員改選では昭和58年 8月以来 15年間に互り会長を

勤められた茂野敏郎さん (旧中17回卒)と副会長の貝瀬

弘さん (旧中28回卒)が勇退、夫 感々謝状と記念品の置

き時計が贈られました。 (東京支部からは昨年の支部大

会で茂野会長に記念品をお贈りしてあります)長い問

ご苦労さまでしたと改めて感謝申し上げる次第です。

新会長には副会長の伊藤淳一さん (旧中33回卒)が昇格

副会長には藤田暉輔さん (旧中30回卒)渡辺照男さん

(旧中31回卒)が新任、石塚達也さん (旧中32回卒)が
留任で3人の副会長が選ばれました。

母校創立90周年を間近に控えている折から今後益々の

ご活躍を期待しております。

二次会も無く おかげでタクシーを利用することも無く

その日の内に鹿瀬の実家に帰ることが出来ました。

さてそこで 私どもの同窓会東京支部でありますが、

その運営、催事につき常に格段のご配慮、ご協力を頂い

ておりますことに厚く御ネL申 し上げます。

現在支部会員名簿に登録されている会員の数は男女合わ

せて約320名ですが、うち年会費納入者は平成 9年度

までの5年間で多い年で271名、少ない年で238名

東京支部長 佐 伯 益 一 (旧 中 27回 )

平均250名となっております。寄付金納入も金額にし

て会費の約 3割を超えています。特に嬉しく思うのは、

在町在郷の私の同級生が「佐伯が支部長を勤めている限

り、みんなでバックアップしよう」と折にふれて高額の

寄付金を送ってきてくれることであります。会費納入や

寄付行為により、同窓の交流が深められ、団結が強くな

るものと信じております。おかげをもって支部大会の開

催や、会報発行、その他の行事が円滑に行われることに

相成り 誠に有り難いことと感謝しております。

次に 先の支部大会の際にも一言触れましたが

平成H年 4月 1日 より 同窓会東京支部の名称を

新潟県立村松高等学校 東京同窓会 と改称すること

になりました。長年親しんできた名前ではありますが、

東京周辺の各高校同窓会の名称等を調べてみますと関東

地区同窓会とか 首都圏同窓会 何 地々区同窓会とかの

名称が極めて多く、支部と呼んでいる同窓会は割り合い

と少ないようでした。夫 独々自性を持つているようです

したがって真似するわけではありませんが、過去の動

き、実績等を勘案し、視野を広め 独自の活動を図る為

にも この際思いきって名称を変えた方がよいと提案し、

過去 2回の役員会で確認、決定したものであります。

ちなみに本部会則を読んでみますと支部に関する事項は

第4条目的達成の事業第 4項に 支部活動の援助協力

、とあるのみで他には見当りませんでした。

嘗て 各支部に対して幾分なりとも補助金を出すべきだ

と主張したことがありましたが取り上げられませんでし

た。東京支部としてはその方が返って良かったのかも知

れません。何とぞご理解をいただきたいと存じます。

また 故中村事務局長の後任として平成7年 9月 に就

任した 鶴巻浩事務局長 (高10回 )が先の大会時を以て

辞任されました。3年近くの間 多忙な会社業務の傍ら

熱心に職務を遂行されて来られた労苦ご努力に対し深く

感謝の意を表します。代わりまして高 7回の八木又一郎

さんが選任されました。因って事務局も別掲のとうり、

移動することになりました。勿論、会費等の振り込み先

も変わりますが3月 末までは今までの番号と併用です。

4月 からは新しい振り込み番号一本になります。

母校に図書を贈る運動も別に記してありますがこれも

よろしくご協力の程お願いいたします。

最後になりましたが 冒頭に述べた私の心配事が杞憂に

過ぎれば大変結構なことでありますが、寒さの折、お体

にはくれぐれもお気をつけください。

新年を迎えるにあたり 同窓各位、関係各位の変わら

ぬ友情と ご多幸であることを 心から願い念じまして

ご挨拶に代えます。
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東京支部の皆様へ

平成 10年 8月 の同窓会総会で、茂野会長さんの後を

お引き受けす ることにな りました。村松高等学校は平成

13年に創立 90周年を迎 えることにな ります 。

倉J立80周年 を期 として、同窓会は母瀬:σ芽謳則邸輸傾

向からの脱出をテーマに掲げて、地元の村松支部を中心

に して、-4興脳灘封燿引鵬化に取 り組んできました。

そ して一進‐退ではあ りますが、その成果は僅かなが ら

も実を結びつつあ り、本年度は 20名余 りの四大合格者

を出 しま した。 しか し一方では大幅な定員割れがあ りま

した。今後 さらに少子化の傾向が続き、高校進学者の町

外流出
～

高ヾ まれば、近い将来母校の消滅 とい う深

刻な問題 も起こ りかねない状況にあ ります 。

村松高校同窓会会長

伊藤 淳― (中 33)

現在の同窓会の緊急な課題は、 90年近い輝か しい伝

統と2万名におよぶ同窓生を出した母校を守り通し、よ
り魅力ある高校へと発展させることにあると思います。

東京支部の皆様には今までも、いろいろご助言、激励

を頂いてお りますが、今後益々のご理解とご支援を下さ

いますよう宜 しくお願い申しあげます。

次回の東京支部大会には是非出席させて頂き、皆様と

親 しくお会いして歓談できるのを楽 しみにしてお ります。

古 里 の 秋 を 想
東京同窓会の皆様、お元気ですか。六月六 日の総会で

は多数の会員の皆様にお会いできて大変楽 しかつたこと、

母校を、村松町や古里を大変懐か しく、また心配されて

いる皆様の気持ちを強 く感 じたことが、つい昨 日のこと

のようにも感 じられます。

総会のご挨拶にも申し上げましたが、私の出身地は愛

知県の岡崎市 (徳川家康の生誕地 )東部の農村地帯です。

小さな頃を思いおこすと、表日本・岡崎の十一月は毎

日晴天が続き、米の取 り入れと秋祭 りも終 り、息つく間

もなく麦撒き仕事で忙しかつた頃、日が暮れて回りが見

えなくなるほど暗くなって、やっと仕事が終つたことな

ども懐かしく思い出されてきます。

毎日近所の家はみんな空っぽで、老いも若きも全員が

畑仕事に精を出した、まさに「天高い晴天続きの収穫の

秋」であった記憶があざやかに蘇つてきます。現在では

様変わ りして昔の面影も少な <な つたようですが、私の

思い出に残る古里・岡崎の十一月の風景です。

新潟に来て、いつの頃からか朝起きると真つ先に窓を

開け、空をみるようになりました。春夏秋冬、欠かさぬ

習慣となつています。原因は、私の経験になかつた、こ

の頃から始まる新潟の「しぐれ」の季節と、長い冬に向

かう大変さにあつたように思われます。表日本にお住ま

いの皆様には、すべてお分かりのことと思いますが……。

新潟に来て生徒から教わつた「花カルタ」、当初そこ

にある季節の花や風物を、特に関心をもって考えてもい

ませんでしたが、秋の終 りから始まる「じぐれ」の季節

が気になり出した頃、十一月の花カルタが「しぐれ」と

いうのも、新潟に住んで初めて納得できたことの一つで

した。恐らく初めから表日本にずつと住んでいる人達に

は、分からない、気が付かないことだろうと思われます。

岡崎で育つた人間が、毎朝一番に見て気になる空模様

これからは「しぐれ」の時期から「みぞれ」へと進み、

村松高等学校長

内田  力

やがて「雪」の季節に変わっていく。新潟でも比較的

都市部での経験しかない私は「降雪」や「積雪」には、

さほどの困惑を感 したことはありませんでしたが、曇

り空、それも「裏日本特有の低い雲」には、なかなか

慣れることが出来ず、それでも、さほど気にならなく

なったのは、新潟に来て十四・五年経ってからだと思

われます。 現在でも一番苦手なことの一つである事

は間違いありません。新潟県を舞台とした小説・雪国

の作者でノーベル文学賞作家の川端康成先生は、受賞

講演の中で「美しい日本の心は、越後の四季と良寛の

歌にある」と述べています。ここでは良寛様のことは

さておき、春夏秋冬の区切 りがはつきりして、人の心

に喜びと感動を与える新潟の四季、生徒に新潟で自慢

できるものを聴いてみると、必ず上位に挙げられる古

里の四季、古里を離れても必ず懐かしく語られる越後

の四季、私はこんな新潟が大好きになりました。それ

にしても、これからの新潟の季節、大地をスッポリと

包み込む自一色の雪の季節、私にとっては苦手な、頭

を上から押さえ込まれるような天丼の低い曇天の空…。

雪が消えはじめ、天候も暖かな陽射しの戻つてくる

春、待ち兼ねたように一斉に咲き始める草木の愛らし

い可憐な花、これほど待ち遠しい気持ちにしてくれる

新潟の冬も、ひょっとすると私は好きになつてきたの

ではないだろうかとも考えているこの頃です。皆様の

思い起こす古里の秋は、どんな秋でしょうか。

つ
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第 41回東京支部大会

◎第41回 東京支部大会は、 6月 6日 (土 )高輪の品川プ

リンスホテルで、母校及び県人会関係の来資 16名を迎

え,会員 104名 が出席 して開催された。

定刻午後 2時より総会は型どお り進行、特に今回は本

年 3月 定年退職された吉川益男前校長の後任として西新

発田高校から赴任 された内田 力校長は「伝統ある村松

高校の名誉を汚さぬよう精一杯の努力を尽くす」と力強

い挨拶、県人会を代表 して廣川広報委員長からは「松高

同窓会の一糸乱れぬ団結に賞賛 」の祝辞。続いて役員に

入つたが幹事全員の推挙と亀嶋 謙氏 (中 22)の 推薦

の言葉のあと、就任の挨拶に立った佐伯支部長は「私は

第九代目の支部長、本年で 15年目になる。そろそろ潮

時と思つていたが辞めさせてくれぬ 」と前おきして「役

員全員が留任することが第一の条件、この際副支部長を

複数設けたい」と提案、異義なく承認された。

また近い将来、同窓会の視野を広め独自の活動を図るた

めにも同窓会東京支部の名称を村松高校東京同窓会と改

称 したいと述べ同意を得た。全員で記念写真の後、第二

部の懇親会は、最長老の小田恕也氏 (中 16)の 乾杯発

声で始まり、日本舞踊、尺八吹奏、フラダンスなど……

県人会婦人会のおけさ踊 りには校長はじめ喜寿傘寿を超

える先輩たちも輪に入 り圧巻であつた。

恒例の抽選会では、各自持ち寄 りの景品がもれなく渡

り、また広島市在住の自石キヨ氏 (高 3)寄贈のオタフ

クソースを全員にお土産としてお持ち帰 り願い、とにか

く楽 しい一時であつた。同窓会はいつも斯くありたいも

のと痛感する次第である。

◎抽選会の景品、ご寄贈頂きあ りがとうございました。

祝  電

総会おめでとうございます。

出席できないで残念です。今後、

をお祈 りいたします。

益々のご発展

6月 5日   村松高校同窓会長 敏 郎

露葬
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第 41回 東京支部大会 出席者名簿
平成10年 6月 6日 (土 )品川プリンスホテル  新潟県立村松高校同窓会東京支部

来  賓  (16名 )

村松高校  同窓会長

茂野 敏郎 様

村松高校 校長

内田 力  様

同窓会担 当教諭

鈴木 亮一 様

同窓会事務局

伊藤  ヒサ 様

新潟県人会

広報委員長

廣 川 高志 様

東京鹿瀬会 幹事長

波 田野亮一 様

東京鹿瀬会
渡部 廣次 様

村松町より

女19 大塚 イ ミ様

女20 牛腸 ハル様

女22 滝沢 佳子様

女25 酒井 エ ミ様

女25 吉原 敦子様

新潟県人会同好会

細谷 シズ 様

高橋 和子 様

落合二重子 様

松本 春子 様

旧中学校 (20名 )

16  小 田 恕也

17  市川 薫平

20  伊藤 逹郎

横松 宏平

22  亀嶋  謙

24  芳原 英男

26  武藤 二郎

27  吉 田 公男
佐伯 益一

西 山 荘平

伊藤 秀男

30  佐藤 豊夫

相 田幸四郎

坂上 庸蔵
五十嵐一郎

岩見 益教

32  成海 正弘

33  斉藤 和男

伊藤 勇五

遠藤  順

旧女学校 (4名 )

25  岡本 和子

小林 早月
佐藤 玲子

鈴木 節子

高校男子 (57名 )

02  青木  猛  111  田代 信雄
篠川 恒夫

12  今井 英雄

安部  実
笠原  久
荒川  守
木村 安雄
武藤 正昭

18  佐々木秀和
三室 茂和
高岡 英治
笠原 静夫

高校女子 (23名 )

03  佐藤 八重

05  佐々木恵美

07  深見 洋子

08  山西愈佐子
緒方美恵子
木村 孝子
久我 マキ

片柳 ムッ

岡部 ユキ

波多 ミサエ

10  真水 道子
佐久間順子
飯利  幸
小島 典子
吉井 祐江
田中 富子
片桐 信子

12  徳永 道子
中島 和子
桑原  トム

渡辺 厚子
近藤 燦子
田淵みやの

総 計 120名

03  渡辺 八郎
関  孝世
土田  猛

伊藤 勤吾

鈴木多喜男
弦巻  等
下野 文幹
鈴木 健司
大島惣四郎

金子 鶴男
新井 康夫
樋 口栄二郎

佐久間英輔
五十嵐 健
岩倉 富栄

八木又一郎
笠原大四郎
長谷川洋太

伊藤 和賢
田沢 敬司
遠藤  昭

山崎 輝雄

石本 芳雄
塚田  勝
吉井  清
佐藤 匡秀
伊藤  叢

鈴木 輝雄
松尾 正春

石黒 四郎
斉藤 収二

阿部  敏
間藤 謙一

熊倉 富次

大橋 貞夫

鶴巻  浩
高岡 雄三

小 日山芳栄
新保  優
宮沢 正由
近藤 尚志
滝沢 信喜
本宮  勝
桐生 三男

名

名

６

４

１

０１

賓
員

来
会
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第 41回 村松高校同窓会東京支部大会 支 決

平成 10年 6月 6日 ( 品川プリンスホテル28F 苗場
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同窓会本部

廣川 高志

波田野亮一

渡部 広次

高橋 和子

細谷 シズ

落合三重子

松本 春子

酒井 エ ミ

大塚 イミ

午腸 ハル

滝沢 佳子

吉原 敦子
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(1)準備 日

幹事会費 4月 18日

印刷費

通信費 郵便切手

返信ハガキ

送 料

雑 費

・ ノ
|、  計 (1 )

(2)大会費

懇親会費 品川プ リンスH

持込酒代   24本
来賓土産代  10名 分

二次会接待費

謝 礼     4件
交通費

記念写真代

雑 費

・小 計 (2)

支出合計 (1～ 2=B)

(3)会員寄付金

笠原 静夫 様

遠藤  順 様

笠原  久 様

山西愈佐子 様

木村 孝子 様

岡部 ユキ 様

吉井  清 様

深見 洋子 様

片桐 ムツ 様

真水 道子 様

・小  計 (3)

大会収入合計 (1～ 3=A)

(合 計 )

収 入 合 計

一J=ヒロ ギ■言十

1,166,000円
1,086,054円

(A)

(B)

残  高 79,946円

◎なお、残額金 79,946円 は一般会計ヘ

繰入れ致 しました。
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◎平成 9年度 会費納入者 (41回大会当日分 )

岡部 ユキ (以 上 1名 …敬称略)

◎会報送付御礼・寄付金 (敬称略)

二平 一男 (中 27・ ff泉「lj在 fi:) 10,()()0円

須佐 平助 (中 27・ 新潟市イ三住,  5,()00

田崎 正一 (中 中退 。津川田「ィ「千i:) 1,()00

日井 信栄 (中 270村松町在イi:)  3,()()()

本村  貞 ´(11127・ 辛斤潟「
lj了 1:イ l:)   2,000

神林 春雄 (中 270柏 崎氏在住)  5,0()0

t丹藤 キ算一 ([li 33・ 本|ホ公田丁イ[+し )   10,00()

(以上 7名 )

◎上記の会報寄付金は一般会計に繰入れました。

お 知 らせ

平成 10年度、会費納入者及び寄付金納入の

方々のご芳名は、 10年 4月 1日 から11年
3月 31日 までの一年分を一括 して、次号に

掲載させていただきますのでご了承下さい。

よろ し<お願いいたします。

◎佐伯支部長は会議の席で、よく古風なサムライ言

葉をつかう。「おのおの方、相い分かり申したか」

と。すると女性役員が「ハイ、分かり申した」と答

えている。一杯会で酔いがまわってくると「もの共

相い分かつたか」となる。嫌みは感 じない。本人は

大まじめである。楽 しい雰囲気である。

1・ ″

ちょつといい話

平成 H年度

平成 11年度 (第 42回 )

村松高校同窓会
東京支部大会

東京支部大会開催のお知らせ

月
時
会

日 6月 5日 (土 )

間 午後 2時より
場 浅草 ROX

ニューオータニ
お誘い合わせの上、多くの方々の

ご出席をお待ちしております。
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お便りの中から

市川 ′薫平 (旧 中 17回 )

◎過去数年間、同窓会 を欠席 してお りま したが、今年出

席 してみて、楽 しい同窓会に変わつてお りましたのには

驚 きました。面識のない人達でも、同郷の気やすさから

話がはずんで、閉会になつてもお喋 りをさせていただき

誠に楽 しい一 日を過ごさせていただきました。

写真あ りが とうございました。益 々ご自愛の上ご活躍

の程 、念願いた してお ります。

伊藤 達郎 (旧 中 20回 )

◎松高同窓会では色 々とご配慮をいただき、会が極めて

盛会裡に終了いた しま したことを、心か らお喜び申しあ

げます 。また当日の写真をたくさんご恵贈賜 り誠にあ り

がとうございました。いつ も撮影は未熟だと謙選 してお

られますが、まずいのは被写体の方で画面の仕上が りは

上々であ りました。毎回お世話にな りつ放 しで恐縮です

が、今後 ともご指導下 さるようお願いいた します。

佐野  宏 (旧 中 20回 )新潟支部長

◎東京支部大会号 をお送 り下され 、あ りがとうございま

した。貴支部は益 々盛んでむ しろ羨ましく思つています。

それに比べてこちらの支部は、地元に近いせいか役員の

努力にもかかわらず総会を開いても、二千名近 く在住 し

ていなが ら百名を切る程の出席者です。従つて会費の納

入 もままならぬ有様です。

この対策 として、先 日役員会 を開きその打開策をたて

ました。それには、旧制中学卒の役員の代わ りに高校卒

の人から多数役員を推すこと。先ず支部長を更え、次の

新陣容を一気に決定、総会で正式決定することに決まり

ました。 (私は貴支部の佐久間精一氏 と同級 )

村松高校は漸 く芽をふ き出 しましたが、旧制の中学校で

あ りなが ら、こうまで落ち込んだものかと知人 、友人か

ら冷やかされています 。この学校を立て直すには同窓会

が縁の下の力にな らなければな らない事は言 うまでもあ

りません。幸いに同窓会員で県都で大活躍 している人が

多く居 り、この人 々の力で立て直 したいと思つてお りま

す。

中村 市雅一郎 (旧 中 26回 )新潟市在住

◎前略 巻頭言「このままでは日本語が滅ぶ 」を拝読 し

て、大いに我が意 を強 くした次第であ ります。辞書を活

用 してよ り多 く読み、そして書 く生活よ りも安易な見る

聞 く環境に育 った世代が増 えた現在 、大いに考えさせ ら

れる問題であると痛感 してお ります。

相田 幸四郎 (旧 中 30回 )

◎皆 さんに会えるのが何よ りの楽 しみです。次回も又。

滝沢 佳子 (旧女 22回 )村松在住

◎東京支部大会にお招 きを戴き、大変楽 しく過ごさせて

頂き、又あんなに盛大に。皆様の心意気に接 しまして私

達 ももっと頑張 らなければという思いで帰つて来ました。

会を盛 り上げようとあんなに皆様が協力 して居 られる

様子に接 しまして、やは りやる気の佐伯様のお人柄が皆

んなを、あの様に自然に盛 り立てているのだと本当に力

強 く感 じて参 りました。故郷の学校を思い、その活力を

与えて下さるその姿が頼 もしく「やは り東京支部は違 う

な」という思いでございました。……後略……

吉田 公男 (旧 中 27回 )

◎いつも写真を頂くばか りで恐縮です。あの会のムー ド

が良く出ていて、とても嬉 しく思いました。

牛腸 ハル (旧 女 20回 )村松在住

◎東京同窓会にご招待頂き誠に有 り難 うございました。

母校を思つて集われる皆様の熱気と盛 り上が りに非常に

感動致 しました。思いがけない方々にもお逢いでき昔話

をする事 も出来、東京の方々の団結の固さに敬服 して帰

りました。尚お土産まで頂き重ねて御礼申しあげます。

鈴木 亮一 (高 13回 )同窓会担当教論

◎無事帰 りました。滞在中は大変お世話にな り誠に有 り

難 うございました。身に余るおもてなしを受け、温かい

気持ちで過ごさせて貰いました。東京の同窓のお元気で

すばらしい人柄を拝見 して頼 もしく思いました。楽 しい

時間と場所有 り難 うございました。

成海 正弘 (旧 中 32回 )

◎当日、何十年ぶ りかで力強い松城健児の応援歌を聞き

且つ歌い、五泉駅頭での壮行会の様子を街彿 と思い出し

ました。本当にあ りがとうございました。

田崎 正一 (旧中々退 )津川在住

◎いつ も懐か しい会報をご恵送賜 り、生きて行く励まし

をいただいてお ります。兄のご活躍は誠に貴重です。

※ この度の支部大会に出席された方々及び会報を受領

された方 々から、たくさんの礼状やお電話が寄せ られて

お りますが、紙面の都合で全部掲載する事が出来ません。

大体 、同 じような文面ですので割愛させて頂 きます。

ご氏名洩れがあるかも知れません。悪 しからずご了承願

います。

小田 恕哉、亀鴫  謙、芳原 英男、五十嵐一郎、

坂上 庸蔵 、岩見 益教 、大塚 イミ、吉原 敦子、

酒井 エ ミ、遠藤  順、青木  猛、篠川 恒夫、

関  孝世、鈴木 健司 、自石 キヨ、渡辺 厚子、

田中 富子 、吉川 益男、以上の皆様からもお便 り

をいただきました。ありがとうございました。
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お便りの中から

村川 英三 (高 6・ 上越市在住 )

◎この度、思いがけず 、東京支部会報をご恵送いたださ

有 り難 とうございました。東京の空の下で も同窓の皆さ

んが、肩を寄せ合い励ましあつて生活 して折 られ る姿を

思い胸の熱 くなるものを覚えます。

これからも東京支部がますます発展 し、皆様の親睦の

輪が広が りますよう心より願つてお ります。

伊藤 三男 (高 6・ 村松町在住 )

◎会報あ りが とうございました。ふるさと講演会の報告

文は、同級生の今昔が偲ばれ面白く読ませて頂きました。

還暦を過 ぎてから特に健康が第一と常々思つてお ります。

お互いに丈夫で長持ち しましよう。東京支部の益 々のご

発展を祈念いた します。

佐々木栄一 (高 6・ 村松町在住 )

◎松高同窓会東京支部 、会報を送っていただきあ りが と

うございます。会報により大勢の同窓生の方々が首都圏

で活躍されている事を知 り、大変嬉 しくな ります 。

村川英三氏の、ふるさと講演会報告は良くまとめてい

ただき、同級生 として感謝 してお ります。東京支部の益

々の繁栄 と皆々様のご健勝をお祈 りいた します。

相田 孝助 (高 6・ 村松町公民館長 )

◎会報「臥龍が丘は緑な り」をお送 りいただきあ りが と

うございました。同窓会活動を東京支部の皆様が精力的

に展開 しておられ ることを初めて知 りました。母校の地

元に住んでいる者 として全 く恥ずか しい次第です 。

紙面の内容 も実に充実 してお り、幹事の皆様のご苦労

が しのばれ、会員の方 々のご協力など唯々感服 し、ふる

さとは遠 くにあ りて思 うもの、という感 を深 くした次第

です。また、ふるさと講演会 も貴兄に紹介いただいて、

主催 した私にとつて望外の喜びであ ります。東京支部の

益々のご発展をお祈 りいた します。

伊藤 ヒサ (同窓会本部事務局 )

◎第41回支部大会で役員の皆様は本当にご苦労様でござ

いました。大歓迎をしていたださ感激 して帰 つて参 りま

した。厚 く御ネL申 しあげます。

東京の皆様 とは、 3年ぶ りにお逢い出来て嬉 じゅうござ

いま した。これか らも、いろいろご指導の程 よろ しくお

願いいた します。貴支部の益々のご発展 と皆様のご健康

を祈念申 しあげます。

武藤 三郎 様ヘ

岩倉 富栄 (高 6・ 富士宮市在住 )

◎この度は写真をご恵与賜 り有 り難 く拝受いた しました。

私は同期生の沢出君の勧めで、初めて東京支部大会に参

加 させて頂きましたが、先輩方のフ・ライ ドの高さとパワ

ーに圧倒されました。

現在、静岡で “田舎の秀才高 "に 勤務 してお ります。

毎年、東大・京大に 15名程度の合格者を出 しています

が、皆んな “のんび り"と 教育を受けています。

丁度、お便 りを頂戴 した日に、外務省から派遣されて

海部優子氏 (海部元総理は義父にあたる )が講演のため

来校 され「日本の外交 と国際化 」というテーマで話され

ま した。竹下元首相か ら村山元首相まで、通訳として外

国や国内での トップ会談 、宮中での晩餐会な ど豊富なエ

ピソー ドを交えながら、これからの日本の立場 と方向性

について示唆を与えて下さいました。

や ゃ評判の悪い政府にもこんな洒落た企画が、平成七

年度から実施されていること自体に歓びを感 じ、一服の

清涼剤になつたことは確かです。また、海部優子氏は、

外務省では皇太子妃・雅子様 と同期で親 しい仲だつた様

子が話 しの中から感 じとれました。

ちよつと良い話

新潟駅の「み どりの窓口」で特急指定席券を購入

しました。ナン ト扱 っていたのは若い女性で愛想 も

良 く、テキパキと処理 していました。後で駅員に訊

いてみましたら、もう五 、六年前から実施 している

とのこと。大卒 を採用 しているが、平成11年からは

高卒 も採用の予定である。一定の研修期間を経てか

ら現場に出すが、今は研修中であるとの答が返つて

きました。

それにしても、あまりにも見事な応対でしたので

思わず「つり銭はいらないよ」と言つてしまいまし

村松旧軍隊の正門跡

た 。 (伯 )
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旧中 27回クラス会

昭和 17年春卒業 (遠い昔となりました)の旧中27回

生のクラス会が 9月 28日新潟県岩室村間瀬 田ノ浦温
泉「海華亭かわい」で、 18名が出席して開催された。
新潟駅から迎えのバスに乗 り込み、よく晴れた佐渡ガ島
を右に見ながら約 4Ю分程でバスは宿に着く、月末のウ
イークデーであったが宿はほとんど貸切り同然。

部屋に入るや否や早速碁盤が並べられ碁会所と化す。
挨拶もそこそこに開宴となれば孫のような3人のコンパ
ニオンを相手にダンスに興じ、カラオケに声をll■ らす。
翌朝は早くから碁会所、女将差入れの「越の寒梅」も

もの足らず追加してまた飲む、帰 りは新潟日報社前の「
新潟ふるさと館」を参観、競って土産物を買う。
新潟駅まで送ってもらい、昼どきと称してまた飲む。
とにかく よく飲んだ二日間であった。

平成 11年度は東京地区が当番となる。

懐友が一人、二人と欠けて逝く、寂しい限りである。
各位の健在を祈る。 (佐 伯 )

旧中 30回クラス会 「松城終始会」同期会

10月 3日 (土)すっかり秋の刈り入れが済んだ越後

平野の西はずれ 岩室温泉のホテル富士屋に於て旧制村

松中学第 30回 (昭和 20年卒)のクラス会が往年の美

少年? 33名 の参加で開催されました。

記念の証拠写真 (奥様用か ?)を撮った後、宴会に入

れば70名は居るといわれる岩室芸者の中から選りすぐ

られた名妓 5名が彩 りを添え 根っからの酒豪連は大喜

び、酔う程に気勢を上げ、それはそれは大変な盛 り上が

りとなりました。二次会では無類の歌好きが何人もいて

齢を忘れての熱演は深夜まで続きました。

翌朝は朝食後ホテルで解散ということで、お互いに来

年も元気で会おうと日々に約束しながら 晴れやかな顔

で、お別れとなりました。

吾々はもう先が短いので毎年クラス会を開こうと全員

で決めてからここ数年は毎年実施している次第でありま

す。

10月 11日 「松城終始会」の同期会が秋晴れの岩室

温泉 ホテル富士屋で同期44名が出席して開催された

。一日目はホテルのバスを利用して 弥彦神社を参拝、

夕刻ホテルに入り記念撮影後 6時から懇親会を開く。

岩室のキレイどころが加わり宴はいやが上にも盛り上が

った。一同、呑み、且つ喋り、歌い、時間を忘れて2年

ぶりの再会を喜び合った。

翌日は 地元の宝山酒造、五合庵を見学、寺泊魚市場

を散策 土産物などの買い物をし、昼食の後再びホテル

のバスで村松駅へ帰着、そこで解散となった。

この会は 昭和 18年入学で昭和23年旧制中学最後

の第33回の卒業組と 一部の者で もう一年学校に残

つた昭和 24年新制高校第 1回の卒業組でもって組織し

ており、従って旧制の終 り、新制の始めの卒業生である

ことから 会の名前を「松城終始会」と称している。

Iθ
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高 3回・同期会 (昭和 26年卒)

ぐずついた天気が続 き梅雨明けも遅れ、コメの作柄 も

心配されている日本列島、めず らしく全国的に晴天 と猛

暑が続いた 7月 中旬の 13日 、同期会が開催された。

今回は、村松在住者が当番幹事 とい
´
うことで、遠 くは

広島か らの参加者 も交えた総勢 62名 (東京かんろく会

か らは ]_0名 )が 、元村松小学校跡に建て られた「さく

らんど会館 」に集合 した。

早速、幹事さんの計 らいよろ しく、希望者 21名 は学

校訪間のため用意 されていたバスに乗 り、当時の面影を

残 している懐か しい村松の町並みを車窓か ら見ながら、

やがて、昔のままの赤 レンガの校門前に降 り立 った。

門脇の赤松群 もこころな しか年老いた感 じもしたが健

在で、夏の日差 しをさわやかな松風に変えて、久 しぶ り

に訪れた我 々を迎えて くれた。

学校では忙 しい中、時間を割いてくれた校長、教頭の

案内で在学当時 とは様変わ りした校内を一巡 した。同期

の江口君 (村松高校の美術担 当教師 )の指導による学生

達の油絵の大作が、廊下の随所に掲げ られてお り我 々の

心をなごませて くれた。また、音楽室には、村松大火の

折 、有志の手で女学校の講堂から猛火のなか運び出され

たピアノヽかの有名な「スタインウェイ」が大切に保存

されていて、同行 した女性達は手で触れて感激に浸つて

いた。そして、訪れたそれぞれは、バ レーボール、プラ

バ ンの練習 、書道、絵画等の課外活動に励む後輩を眺め

若い時の積 もり積 もつている想い出と心の中で対話 しな

が ら、およそ半世紀前にタイムス リップよろしく、しば

し学生気分に浸 つた。

校門前……学校見学に回った有志が校長先生を中心に…

前列右から二人目が剣持さん

第十一代校長先生の息子さんノ

夜は、村松から程近い「紫陽花の里」としても有名な

湯田上温泉「ホテル小柳」に宴が用意されていた。

ホテル8階屋上には、越後平野が一望できるような露

天風呂があり、旅の疲れをいや してくれた。

代表幹事の開宴の挨拶に続く恩師の挨拶もそこそこに

あれやこれやを祝し、また祈念して「乾杯」、宴は始ま

った。宴会は、みんな昔のサイズに戻 り、どこにもここ

にもウットリさせられるムカシ話であふれていた。

圧巻は、なんと言っても二次会、ご多分にもれずマイ

ナー指向となり「カラオケ」、伴奏が終わるまでスポッ

トをあてられたヒーローになって喜んでいる人、それを

我慢 して楽 しんでいる人………これも同期会文化、歌の

曲目も「青い山脈」「誰か故郷を思わざる」……ヤクザ、

マ ドロスものまで、どれもテレビなどもな〈、歌が溢れ

ている現在に比べ、貧弱な環境の中で過ごした私達年代

の感慨ひとしおのものばかり、宴は夜更けまで続いた。

青春に浸った一夜も過ぎた翌朝、2年後の新津 (次回

は新津在住者が当番幹事 )での再会を約 し、お互いの健

康を祈念 して解散した。

同期会は、大切なものの対象が変わっただけの者の集

まりで昔も今も同じ。  幹事さんに感謝 !

亀山 知明 (高 3,東京在住 )

時計前……蒲原鉄道利用者にとって、朝夕の登下校時

大変役にたってくオ■た時計台

箱の下、右側には、大正十二年二月十一日

左側は、私ノ小サイ奉仕…とある
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高校第 4回・同期会

(昭和 27年卒 )

平成 10年 10月 3日 (土 )～ 4日 (日 )に 、同期会

が西蒲原郡・岩室温泉「ゆ もとや´
」で開催された。

昔の美少女 と美少年が総勢 62名参加 し大盛会 となつた。

今回は、会津若松市から卒業以来初めて参加された、

高井金平氏の乾杯音頭で開宴 とな り、夜更けまで旧交を

暖め合い、散会後は大勢の人が、それぞれの部屋でいつ

迄 も語 り合つていた。

同期会はタイムマシンに乗つて青春時代に戻つたよ う

な雰囲気を醸 し出 します。

楽 しく、嬉 しく、懐か し〈、ち ょつぴ りほろ苦い有意

義なタベであつた。「次回また元気で会いましよう」と

企画 し準備された幹事諸氏の努力の賜物で した。

ほん とうにあ りがとうございました。

翌 4日 は “同好の士"3組 で隣接の「新潟 ゴルフ倶楽

部 」でゴル フプレーに興 した。久 し振 りの快晴の もと、

角田山の山麓で更に英気をや しなつた。

鈴木 健司

はじめに

先般 ある友人から電話があって「所属する団体で役

員を選ぶのだが難行している、何か基準になるようなも

のがあったら教えてほしい」とのこと「そうだな、別に

基準というものはないが、なんと言っても人格が第一だ

な」と答えたものの、折角の事だからと思い付くままに

二、三喋った。「良いことを聞いた、申し訳ないが今の

事をメモ書きでもよいからFAXで送ってくれないか」

との願い。早速送信したが、後日それを整理補稿したの

が下言己の文章である。同窓の中でいろいろの団体に参画

して居られる方も多いと思うので、多少なりとも参考に

していただければ幸いと存ずる次第である。

① 常に役員会や会合に出席している人。

全てとはいわぬが常々会合に出て、会の目的を充分に

理解しており、会の運営その他について経過を知悉し

ていることが大切である。欠席勝ちの人がたまに出席

し、くどくどと質問するのは時間の浪費。不明の点あ

らば予め周りの人に訊いておくべきであろう。

② 会の運営、行事等について熱心であり且つ情熱を持
っている人。

会合に出ただけで発言が無ければ意味が無い。たとえ

間違っていたとしても積極的に、しかも簡潔に発言し

行動することが肝要であろう。間違いがあれば他の人

が訂正してくれる。人の意見に耳を傾け、その発言中

は、妄りにこれを妨げないことが大切。

③ 野性的魅力のある人.

人格論は別として、第二者がこの人ならと信頼し、そ

の指導に対して支持協力できる人。対外的な立場もあ

るが、肩書き重視の傾向は避けるべきであろう。

自由奔放さも、時には必要とすることもあるのだ。

④ あ登程度のアルコール類を嗜む人。

これは絶対的な条件ではないが、会合のあと懇親会と

して酒席が設けられる機会が多い昨今 私は酒が飲め

ぬからと云って中座するのは良くない。私の知り合い

で一滴も飲めぬ人がジュースやウーロン茶を飲みなが

ら最後まで付き合い酒席を盛り上げてくれる人がいる

これには出席者全員が感謝し喜んでいる。進行を務

める人は程良いところで終宴を告げ、その後再び宴を

続ける配慮が必要 (こ れをホントの意味で中〆めとい

う)あ とは無礼講だ。

※ 他にもいろいろの条件もあると思うが これ等を

100%要求するのは中々難しい。ある程度の妥協

も必要であろう。

(旧 中 27回 佐 伯 益 一)

スター ト前の英姿

任意団体において指導的役割を果たす人物像についての条件

12
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表紙説明

「式三番城町屋台」
村松町指定有形民俗文化財

この屋台は、第6代藩主・堀 直教公 (1785～ 1795)

が村松藩の繁栄を願つて、今から約210年前の天明8

年 (17“年)に名工5代目・小黒杢樹献司に命じて造ら

れた “踊り屋台"です。

屋台の大きさは奥行 4,6m、 間口 2.8m、 全高 3.9m

で、屋台は踊り易いように柱の間隔、欄間の高さなども

考慮され、かつ強度にも十分留意して造られています。

当時の製作としては、技術的に高度で黒漆塗にし金模

様の彫刻をほどこした豪華なものであります。そして関

縣 の平屋造りの屋台で今に残つているものは珍しいと

言われています。神社の祭礼には、この屋台で踊りを披

露して町内を巡回し、町の繁栄・産業の発展を願つてき

ました。

屋台は最盛時には、この屋台のほか上町仲町屋台、下

町屋台と3台ありましたが、いずれも焼失じこの屋台だ

けが後世に伝えられることになりました。

しかし近年傷みも著し<、 昭和33年を最後に引出さ

れることがなくなりました。豪華な彫刻と近隣になυ珍

らしい屋台でもあり、平成6年 1月 28日 に城町町内会

から町に寄贈されたのを機に、今回、平成6年 8月から

1ケ年をかけ村上市在住の美術工芸家・細野 実さんの

手で見事に修復されたものです。

すばらしい屋台をどうぞ御覧下さい。

一劇
一「》
岬
郡
響
薇
ｙ
亀

菅名岳・大蔵岳・不動堂山 (村松町阿弥陀瀬より) 磐越西線と能代川
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母校に手持ち図書を贈ろう

村松高校同窓会東京支部会員の皆さんの家庭で蔵書

として保管されている書籍類は、きわめて多いと推察

されます。これらの本は一読後また読みなおしをした

いと思つていても時間がなく、遂 本々 棚に死蔵されて

しまつた本、感銘を受けたので是非他の人にも読んで

もらいたいと思う本。

愛着があるので人にも貸せないし (貸 した本は絶対

に戻つてこないと言つてもよい)古本屋へも持つて行

きたくない本等、お持ちの方がおられるのではないで

しょうか。しかも新刊書が発行される度に買つて本棚

が満杯となり、遂には部屋の隅に積み重ねられている

ことが想像されます。

従つてこの際思いきつて、これらの本の一部でも母

校に寄贈して生徒の皆さんに有効に活用して頂けたら

如何なものかと考え、支部会報「臥龍が丘は緑なり」

25号にも触れておきましたが、7月 の幹事会にも提

案 し協議の結果、表題に示すごとく賛同を得たもので

あります。勿論、生徒の皆さんの教養を高め、社会常

識を広め感性を深めるための図書に限られることは言

うまでもありません。ある女性幹事の方は「私は高校

三年間、図書委員をしていましたが自分で読んで “こ

れは良い本だなあ"と 思つた本はぜひ友人にも薦めた

いと思つた。そして、それを実行 しました」。また、

ある男性の幹事は「何か良い本はないかと何度も図書

室へ行つたが読みたいような本は無かつた」と言つて

いたのが印象的でした。

この際、同窓会東京支部活動の一環として「母校に

手持ち図書を贈る運動」を大々的に展開するものであ

ります。母校の内田校長先生とはすでに打合わせ済み

であり期待されているところです。

東京支部会員 0図書寄贈者
(敬称略……平成 10年 10月 31日 現在)

田田田田田田田X田田田田四%田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田X田演田田田田田

支部幹事会では、98年 10月 末日を第一次目標とし

て既に実施段階に入つており、成果は挙げている筈です。

この度、広く会員の方々にも拡大し今後も引き続き運動

を続けてゆきたいと考えているところです。何卒ご賛同

の上ご協力をお願いいたします。

尚、図書寄贈に伴う送付方法については下記要領です

よろしくお願いいたします。

◎図書を母校へ贈る要領

① 会員各自が贈りたい図書を選択し母校宛に送る。

郵i更番号  959-1700
住 所  新潟県村松町新町

県立村松高校 校長 内田 力 様

電話番号 0250-58-6003
FAX  0250-58-1142

② 寄贈図書の種類は、随筆、小説、歴史、紀行、伝

記、戦記、歌集、解説書等、種類部数は間わない。

③ 送付時には所定の様式で、図書名、送 り主住所氏

名、卒業年度・回数を記入し同封。A4紙横使用

④ 送料は原則として各自負担としますが、事後支部

事務局宛に請求すれば実費を支払うか又は図書券

をもってこれに代えることがある。

⑤ 母校に図書を寄贈した旨、支部事務局に連絡 して

下されば会報に氏名を掲載させていただきます。

(⑤の件については任意です )

⑥ 寄贈した図書の取扱、処理はすべて学校側に一任

し異議を申し立てない。 (佐伯 益一 )

氏 名 現 住 地 卒業回数

木村 孝子 横浜市青葉区 高  8

青木  猛 神奈川県厚木市 高  2

山西念佐子 東京都小金井市 高  8

佐伯 益一 東京都江戸川区 旧中 27

杵渕 政海 東京都練馬区 高  2

拝
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秋
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の
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、
時
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す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
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お
慶
び
申
し
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げ
ま
す
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こ
の
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、
本
校
図
書
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書
を
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贈
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さ
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ま
し
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、
誠
に
あ
り
が
と
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ご
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し
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名
を
書
物
に
記
し
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意
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表
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や
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。
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年
十
月
二
十
二
日
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京
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部
長
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益

一
　

様

新
潟
県
立
村
松
高
等
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校

校
長
　
　
内
田
　
　
力
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尚、支部事務局で確認できないものは不掲載です。
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ら矢□

村松高校同窓会東京支部の名称は

平成 11年 4月 1日 より次のようになります。

会費納入及び連絡な どの宛先は下記の通 りです。

事 務 局 〒 157-0061

東京都世田谷区北烏山3-13-15-104

(八木又一郎 方)

電言舌番号   03-3307-1048

郵便振替番号 (振替口座申請中です)

☆従いまして、略称は {M.T.D}と なります。

今後とも、よろしくお願いいたします。

潟県立村松高等学校東京同窓会

言ト
・沢出 晃夫氏 (「59日 )

・関山 健芳氏 (中 24回 )

平成 10年 9月 9日  ご逝去

謹んで哀悼の意を表 ヒ/

ご冥福をお祈 りいた します。

◎

①

②

③

事務局移転のご案内

東京支部事務局は、平成 10年 10月 より

下記へ移転いたしました。

住 所

〒 157-0061

東京都世田谷区北烏山 3-13-15-104

(八木 又一郎 方)

新潟県立村松高等学校同窓会東京支部

臨 番号   03-3307-1048

郵便振替番号  (振替口座・ 申請中)

1998年  全国高校野球 新潟県大会成績

1回戦 7月 16日  ○村松高8-1羽 茂高

2回戦   20日  ○村松高 9-8村 上桜ケ丘高

3回戦   23日  ●村松高4-6高 田北城高

新潟県代表・甲子園出場校  新発田農業高校

★菊 の 花 を 添 え _て ……・

文化の日、午前 10時か ら村松町 ‐蒲沢会館において、

昭和 28年度、村松高校野球部キャプテンとして、部員

をまとめ率先 して猛練習に打ち込み、我 々を新潟県大会

優勝まで導いてくれた、故・武藤 実君 (五泉市 )の葬

儀告別式が、 じめやかに執 り行なわれた。永遠の別れに

同級生をは じめ大勢の人々が焼香に訪れ 、突然の死を悲

しみ、それぞれの想い出を胸にご冥福を祈 りました。

「武藤急死 ! 10月 31日 、自宅で心筋梗塞のため 」。

11月 1日 午前 10時、新津市在住の明間君から我々野

球部同期生に言卜報が伝達 され、 6名 が葬儀告別式に参列

致 しました。別れに際 し黄色の菊の花を武藤君の顔の周

りに供え、彼が大切に していたバ ットとボール、平成 9

年出版の「新潟県高校野球熱戦譜 」を棺の中へ…・…・・
.

武藤君やす らかに !  沢出 赳允 (高 6・ 東京在住 )
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1998年の主な出来事

1月 ・8日 、15日 首都圏大雪

・20日  東証一部平均株価 ¥16.366… 1ドル 129円

。帝京大 ラグビー部、日体大スケー ト部が集団婦女

暴行事件で部活動停止

・大蔵省金融検査官の収賄事件発覚…ノーバ ンシヤ

プシャプでMOF担 が活躍……三塚大蔵大臣辞任

2月 ・郵便番号七桁 となる

・長野で第 18回 冬季オ リンピック開催

・14日  東京地方の最高気温23.1度を記録

。25日  韓国大統領に金大中氏が就任

・28日  大同コンクリー ト倒産

3月 ・山一フアイナンス倒産……負債 1:712億 円

‐長野パラリンピック開催

。14日  関東地方に春一番…東京の最高気温 16.7度

・映画「タイタニ ツク」興行収入世界歴代第 1位

・27日  東京都心「桜開花宣言 」

4月 ・ 6日 明石大橋開通 (工事期間10年 )

・15日  東京デイズニーランド開園 15周 年

5月 ・20日  東証一部平均株価 ¥15,653」・・1ド ル 136円

・大関「若の花 」第66代横綱に昇進

6月 ・日本生命が架空人件費で10億円の不正経理発覚

・サ ッカーワール ドカ ップ 。フランス大会開催

人

局

行

務

発

事

平成 11年  1月  第 26号

新潟県立村松高等学校同窓会東京支部 広報部

〒 157-0061 東京都世田谷区北烏山 3‐ 13‐ 15‐104

(八木又一郎 内)

03-3307… 1048電 話 番 号

7月 ・香港「チェクラップコック新空港 」開港

・ 12日  第 18回参議院選挙 投票率58.84%

。25日  和歌山市の夏祭 りで「毒カレー事件」発生

・30日 小渕内閣誕生

・31日  ガルペス投手 (巨人 )審判めがけ危険球

8月 ・ 2日  関東地方梅雨明け。新潟地方豪雨

・第80回全国高校野球大会で横浜高校が優勝

・三田工業が10年におよぶ粉飾決算の末倒産

。中国・揚子江などで大増水、被災者 2億4000万 人

・クリントン米大統領「不適切な関係 」を証言

・栃木県那須町で豪雨、那珂川は大洪水 となる

9月 ・防衛庁で水増 し請求返納額を不正圧縮の背任容疑

また、NEC等 は水増 し請求で詐欺容疑

・65才以上の高齢者人口が 2,049万 人 と過去最高

・新規参入の航空会社スカイマーク、福岡へ第一便

・ 8月 の完全失業率 4.3パ ーセントでill去最悪

10月 ・大 リーグ本塁打王はマグワイア、70本

・NTTド コモ・株式初値 460万 円

・プロ野球、横浜が38年ぶりに日本一となる
・23日  日本長期信用銀行が国有化され46年の歴史

に幕。事実上、破綻処理されることになつた

。額賀防衛庁長官への間責決議案、参議院で可決

11月 ・18日 から、33年ぶ りに「大流星群」観測

・27日  多摩都市モノレールが上北谷 (東大和市 )

から立川北駅までの、5.4キ ロで開業

綿
集
復
記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

☆
一
九
九
九
年
が
始
ま
っ
た
。
世
紀
末
と
な
る
か
、

二
十

一
世
紀
へ
の
期
待
の
年
に
な
る
の
か
。

と
に
か
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
二
〇
〇
〇
年
問
題
が

大
詰
め
の
年
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

☆
母
校
に
図
書
を
贈
ろ
う
。
佐
伯
支
部
長
の
年
来
の

願
い
が
、
ネ
ス
パ
ス
新
潟
館
で
開
か
れ
た
幹
事
会
で

了
承
さ
れ
、
す
で
に
会
員
の
方
か
ら
、　
一
一
五
冊
も

贈
ら
れ
母
校
か
ら
礼
状
が
届
い
て
い
る
。

☆
本
が
蘇
る
。
本
を
贈
る
に
は
送
料
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
眠
っ
て
い
る
本
、
不
要
に
な
っ
た
本

を
後
輩
達
が
読
み
、
役
立
て
て
く
れ
た
ら
本
も
本
望

で
あ
ろ
う
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

☆
今
年
四
月

一
日
か
ら
、
東
京
支
部
の
名
称
が
変
わ

る
。
村
松
高
校
東
京
同
窓
会
と
な
る
。
全
国
各
地
の

高
校
同
窓
会
に
お
け
る
名
称
を
調
べ
て
み
る
と
、
ほ

と
ん
ど
が
東
京
同
窓
会
だ
と
い
う
。

☆
規
約
も
検
討
中
。
組
織
の
活
性
化
の
た
め
に
、
規

約
の
一
部
変
更
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
名
称
や

規
約
が
ど
う
で
あ
れ
、
年

一
回
開
催
さ
れ
る
大
会
に

一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
が
参
加
す
る
こ
と
が
本
当

の
活
性
化
で
あ
る
。

☆
六
月
五
日

⌒土
曜
日
）
が
大
会
で
あ
る
。
盛
会
に

す
る
に
は
同
期
生
同
志
が
お
互
い
に
連
絡
し
会
っ
て

参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
友
達
同
志
で
話
す
こ
と
が

一
番
の
楽
し
み
で
あ
り
、
喜
び
だ
か
ら
で
あ
る
。

☆
平
成
十

一
年
度

（
第
四
十
二
回
）
大
会
は
、
浅
草

Ｒ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
、
ぜ
ひ
皆
様
と
お
会
い

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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